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津奈木町ホームページ：http://portal.kumamoto-net.ne.jp/town_tsunagi/

◎社会福祉協議会へ
【香典返し】
地区名　　世帯主･喪主 　故　人
倉　谷　　堀井薫　　　　正八
染　竹　　松永マツノ　　勇
中　尾　　農山保義　　　ハツエ
新　川　　山下真貴子　　蔦一
日　添　　開田マリ子　　榮一
福　浦　　福山誠一　　　ツルエ
大　泊　　栁迫榮一　　　ツユ
中　尾　　竹田珠一　　　典治
【一般寄付】
熊建労水俣支部津奈木分会
　以上の方から金一封をご寄附いた
だきました。ご意志に添い有効に活
用させていただきます。また、故人
のご冥福を心からお祈り申し上げま
す。

ご寄附・ご芳志お礼
（敬称略）

町の人口と世帯数
（平成20年３月１日現在）
人口総数　5,462　（－  12）
（男）　　　2,588　（－　7）
（女）　　　2,874　（－　5）
世帯数　　2,011　（－　1）
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そ　らにしもとひらきだ る　あ

西本  蒼空くん
（平国下地区）

平成19年２月15日生まれ

パパ 稔さん　ママ 愛妙さん パパ 秀樹さん　ママ ゆかりさん

開田  琉愛ちゃん
(大泊地区）

平成18年６月16日生まれ

元気でやさしい子
に育ってほしいで
す。

いつも家族を笑わせ
てくれてありがとう。
これからも元気で明
るい女の子でいてね。

のさりのきもち日録
　先日、父が検査入院をしたときの話です。
父の検査の当日、私は仕事でお見舞いに行
くのが遅くなり、午後８時頃に病院に駆け
つけました。朝から付き添っていた母たち
は既に帰宅しており、久しぶりに父と二人
きり(?)に…。私も昼間からかなり心配で落
ち着かなかったのですが、その気持ちを伝
えようとしてもなかなか言葉にならず、ほ
とんど会話をすることなく時間だけが過ぎ
ていきました。それでも何となく、ほんと
に何となくですがお互いの気持ちはわかる
ような気がしました。うまく言えませんが
お互い良い意味で気をつかっているという
か…。後から聞いたのですが、その日の検
査は予想外にこたえたらしく、父は大変つ
らかったそうです。これまでバリバリに仕
事をして子どもたちを育ててくれた親父も
相当かっこ良かったのですが、この日こう
やって体調が悪い中でも息子に気をつかっ
ている親父は、それ以上にかっこいいなと
感じました。子どもは親の背中を見て育つ
と言いますが、いつもはいい加減な私も、
いつかは親父のように強くなりたいと心か
ら思った一日でした。合掌！　（daisaku）

長い間お世話になりました
退職のごあいさつ

　

退
職
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
事
、

３
月
末
日
を
も
っ
て
住
民
課
長
職
を
最
後
に
定
年
退
職
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
43
年
５
月
に
臨
時
職
員

で
の
採
用
以
来
、
39
年
余
り
の
長
い
勤
務
に
な
り
ま
し
た
。

職
歴
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
最
初
は
建
設
課
水
道
係
、

建
設
係
、
企
画
課
と
異
動
し
そ
の
後
建
設
課
と
農
林
水
産
課

を
交
互
に
二
回
、
平
成
５
年
か
ら
農
業
委
員
会
事
務
局
長
、

税
務
課
長
、
建
設
課
長
、
ほ
け
ん
課
長
、
住
民
課
長
と
多
く

の
業
務
に
携
わ
り
ま
し
た
。
若
年
時
に
は
諸
先
輩
か
ら
貴
重

な
教
育
を
授
り
ま
し
た
。
業
務
に
関
し
ま
し
て
は
町
議
の
皆

様
を
始
め
と
し
区
長
様
、
そ
の
他
関
係
者
の
皆
様
の
暖
か
い

ご
指
導
と
ご
援
助
を
頂
き
ま
し
た
。
本
紙
面
を
借
り
ま
し
て

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
近
年

は
国
県
の
財
政
悪
化
に
伴
う
諸
問
題
、
少
子
高
齢
化
の
進
行

等
々
、
将
来
の
明
る
い
展

望
が
見
え
な
い
現
状
で
あ

り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様

が
ご
壮
健
で
ご
多
幸
で
あ

り
ま
す
様
心
か
ら
祈
念
申

し
上
げ
、
退
職
の
挨
拶
に

代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

上
うえ

村
むら

　八
はち

郎
ろう

　

陽
春
の
候
と
な
り
、
野
も
山
も
人
の
い
と
な
み
も
に
わ
か

に
動
き
だ
し
て
き
ま
し
た
。
私
も
定
年
退
職
と
い
う
一
つ
の

区
切
り
を
迎
え
、
新
し
い
人
生
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

長
い
役
場
人
生
で
し
た
が
、指
を
折
れ
ば
長
く
、振
り
返
え
っ

て
み
れ
ば
短
い
日
々
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

最
後
の
仕
事
で
老
人
福
祉
に
携
わ
り
、
多
く
の
高
齢
者
の
皆

さ
ま
と
触
れ
合
い
健
康
の
有
り
難
さ
、
生
活
の
知
恵
、
言
葉

の
温
か
さ
、
重
さ
を
人
生
の
先
輩
と
し
て
沢
山
教
え
て
い
た

だ
き
、
私
に
と
っ
て
は
何
事
に
も
か
え
が
た
い
最
高
の
大
き

な
財
産
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
沢
山
の
町
民
の
方
々

に
支
え
ら
れ
、
特
に
自
治
区
長
さ
ま
、
民
生
委
員
の
皆
さ
ま

方
に
は
ご
助
言
や
ご
協
力
を
賜
り
、
ま
た
良
き
仲
間
に
も
恵

ま
れ
職
責
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
と
出
会
い
得
た
財
産
は
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健

勝
と
津
奈
木
町
の
益
々
の

発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
長
い
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

森
もり

下
した

　ム
む

ツ
つ

子
こ


